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εϖγϟϧΦϦϯϐοΫε（40）ͱ

知的障害のある人達に、日常的なスポーツトレーニングと
その成果の発表の場である競技会を提供する国際的なスポーツ組織です。

ϢχϑΝΠυεΫーϧͱ
小学校から大学までの学校と連携し、ユニファイドスポーツ ®の機会を学生や
学校関係者に提供することで、スポーツを通じて知的障害のある人とない人が、

お互いの理解を深めること、またその結果として社会的インクルージョンを
促進させることを目的として立ち上げた取り組みです。

本事業もその取り組みの一環として行いました。

ϢχϑΝΠυεϙーπὼ（6OJG JFE�4QPSUTὼ）ͱ
知的障害のある人（アスリート）と知的障害のない人（パートナー）が
チームメイトとなり、一緒にスポーツをする、SO 独自の取り組みです。

ຊࣄ業に͍ͭͯ

ʢ̐ʣεϖγϟϧΦϦϯϐοΫεຊがऔりΉཧ༝ͱత
スペシャルオリンピックスは性別、年齢、競技能力を問わず、共に成長し、共に楽しむ、そしてその経験を分かち合
うことが重要と考え活動しています。そのためスペシャルオリンピックスには誰もが参加できるよう、様々な工夫や
独自の取り組みがあり、それらの特徴（下図）は、障害の有無に関わらず共に学ぶ体育授業において、大きなヒント
となるはずです。通常学級の児童たちが、ルールや場を工夫することで、障害の有無や運動経験、技能の程度に関わ
らず、誰もが運動を楽しめるということを知り、その経験から共生社会の実現に向けてより良い社会を作りたいとい
う思いを育んで欲しい。そのような願いから本事業はスタートしました。

ʢ̍ʣझࢫ
通常学級の体育授業において、障害の有無にかかわらず児童生徒が共に学ぶための指導内容や指導方法等の工夫につ
いて、スポーツ庁からの委託を受け実践研究を行いました。

ʢ̎ʣର
長野県の小学校三校（特別支援学級籍も含む）および特別支援学校分教室の児童、計295名にご協力いただきました。
知的障害、自閉スペクトラム症、情緒障害、肢体不自由、視覚障害、聴覚障害のある児童も一緒に活動しました。

ʢ̏ʣظ࣌
令和５年８月～12月

ؔػҭڭ

తোのཧղ ࣾձతΠϯΫϧーδϣϯのଅਐ ͭ Δ͘ʗ͙͘ Ή
多様なスポーツ参加の創出

スポーツ庁「第３期スポーツ基本計画」より

SOの学習
授業Ͱऔり্͛Δ
40のओͳಛ

ϢχϑΝΠド
スϙーπὼ
ମݧ

σΟϏδϣ
χϯά

ਓスΩルݸ
コϯςスτ શһදজ
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ٕڝࢪ࣮

ΰϧϑ ാ ಓ 禁止禁止禁止禁止禁止禁止禁止禁止禁止禁止禁止！！！

ٕڝࢪ࣮

40のֶश4～5
時間目

単元の流れʢશ��ʙؒ࣌��ʣ
授業ߏ成Ϟσϧ室内ホッケーであるフロアボールは、ルールがシンプルなため誰でも手軽に始められ、参

加者全員が高い運動量とボールタッチ数を得られるスポーツです。スペシャルオリンピッ
クス日本ではユニファイドフロアボールとして実施されており、知的障害のある人（アス
リート）にも、ない人（パートナー）にも楽しまれています。そのため、障害の有無に関
わらず共に学ぶ体育授業のあり方を考えていく本事業ではフロアボールを実施しました。

ΈΜͳͰ͑ߟたܗͰϑϩΞϘーϧをࢼしͯΈΑ͏�

40のऔりΈをߟࢀにしͯ、
ΈΜͳがָしΊΔϑϩΞϘーϧのܗを͑ߟΑ͏

40
ͱʁ

、ਓεΩϧίϯςετ、σΟϏδϣχϯάݸ
ϢχϑΝΠυεϙーπὼ、શһදজͳͲ

ମҭɾ૯߹తͳֶशの࣌ ɾؒಓಙɾޠࠃʢし߹͍׆ಈʣͳͲ
৭ʑͳڭՊをΈ߹Θͤた߹Պతͳ୯ݩ

ϑϩアϘーϧମ3～1ݧ
時間目

ϧーϧɾの6～7
時間目

ΈΜͳͰϑϩアϘーϧ8～9
時間目

ৼΓฦΓ10
ؒ࣌

ϑϩΞϘーϧମݧͱ40のֶशͲͪΒがઌͰ0,ʂ

⃝ௐֶश
⃝40/৬һにΑΔ授業
⃝40/۠৫Ͱ׆ಈ͢Δ
ɹίーチにΑΔߨԋ
ͳͲ、ֶ ͏߹やΫϥεにߍ
Ͱのֶशܗ

⃝σΟϏδϣχϯάの࣮ࢪ
⃝ΦϦδφϧのݸਓεΩϧίϯςετ
⃝ଞֶͱのަྲྀձ
ͳͲ、࠷ऴ授業ֶߍやΫϥεにΑり༷ʑ

ϧーϧやを͢Δ͜ͱͰ、
ָしΊΔਓが૿͑Δͱ͍͏͜ ͱに
児童たͪがͮ͘ؾ

ϑϩΞϘʔϧ

フロアボールを安全に行うための合言葉

εςΟοΫʗϘーϧ ϛχΰーϧ

川中島小学校の児童が描いた合言葉のポスター
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㲊 1 年生との交流会を企画しよう ʙ 40のΞΠσΟΞをੜ͔しͯʙ

長野市立川中島小学校

川中島小学校からは、４年生の３クラスが本単元に取り組んでくれました。「仲
間の状況に応じて、ルールや場を工夫する経験をすることで、共生社会について
考えるきっかけとなれば」という先生方の願いから、本単元はスタートしました。

40のֶशʢ૯߹తͳֶशのؒ࣌ʣ

ϑϩアϘーϧの࿅शʢମҭʣ

�ੜとのަྲྀձ

�ੜશһΛදজʂ

ަྲྀձ४උʢޠࠃ�͠߹͍׆ಈʣ

　４年生は事前に、スペシャルオリンピックス日本（SON）の職員
とオンラインでつながり、S OやSOの取り組み、知的障害について
学びました。また、単元中の参観日には、2023年のSO世界大会に
参加された、ユニファイドサッカー日本代表チームのコーチの講演
を聴き、保護者の方々も交えてS Oや共生社会について考えるきっ
かけとなりました。

　初回は元フロアボール日本代表であるSON職員の
指導の下、スティックの持ち方や基本的なボール操
作を学びました。その後は担任の先生方の指導の下、
ゲームを多く体験することで、フロアボールを楽し
み、その楽しさを１年生に伝えたいという想いが強
くなっていきました。

　フロアボールの楽しさを知った４年生は、どのように工夫したら、
フロアボールを経験したことのない１年生でも楽しめる交流会にな
るか、話し合いを重ね、準備にとりかかりました。準備段階では、先
生方から次のような声かけがありました。

　SOの取り組みをヒントに、それぞ
れのクラスがオリジナルの交流会を
作りあげました。誰でも参加でき楽
しめるようにと、１年生のことを思
いやりながら４年生が考えた工夫に
は、次のようなものがありました。

◀個人スキルコンテストをヒントと
した各種目では、初級・中級・上級
と異なる難易度が用意されており、
1年生は自分で好きな難易度を選ん
で挑戦することができました。

ਓεΩϧίンςεトݸ
ʢ*4$ʣと
障害の程度や競技能力にかかわ
らず、より多くの人がトレーニ
ングや競技に参加できるように、
SOでは個人技能競技等の種目
が設けられています。ISCでは、
シュートの正確性やドリブルの
スピード等を競います。

▶︎待つ場所が分かり
やすいようにとマー
クを置きました。

◀ミニゲームでは、どっ
ちのゴールに得点するか
分かりづらいかもしれな
いという意見から、ゼッ
ケンと同じ色のマークを
ゴールにつけました。

SOの学習で学んだことをどのように生かせそうかな？

説明は言葉だけでなく、
視覚支援も取り入れると
1年生には分かりやすいよ

自分が１年生だったら、
『わかるかな？できるかな？楽しめるかな？』と
考えながら準備をすすめよう

શһදজと
SOでは、頑張った全てのアスリートを称え全員を表彰します。順位だけでなく、競技場
に立ち最後まで競技をやり終えた事に対して、一人一人にかわらぬ拍手が贈られます。

交流会の様子
͍Ζ͍Ζͳが！

　４年生が１年生全員分の手作りメダル
を用意して、交流会の最後に１年生の首
にかけてあげました。あるクラスは、粘
土で本格的なメダルを作りました。

ීஈ、ࢧԉֶڃͰମҭをड͚͍ͯΔ児童、ମҭֶݟにͳりがͪͳ児童、
ΈΜͳͰҰॹにϑϩΞϘーϧがͰ͖たΒ͍͍ͳ1

2 40のֶशͰֶΜͩ͜ͱをੜ͔したަྲྀձをاըし、
୯ݩの࠷後に �ੜをটしΑ͏

࣮ફの

ςーϚ

普段は、最後まで一緒に授業を受けるのが難しい１年生の児童も、複数の種目があったことや、短い時間で
種目間をローテーションしたことで、最後まで一緒に楽しむことができました。

2 ަྲྀձେ成ޭʂ̐ੜが͑ߟた༷ʑͳͰ、
̍ੜΈΜͳにָしΜͰΒ͑たަྲྀձにͳͬた

フロアボールの面白さに加え、短いゲーム中心の授業構成や児童同士の誘いの声かけがありました。

1 ௨ৗֶڃのମҭのࢀՃがし͔ͬた児童、
ҰॹにϑϩΞϘーϧをָしΉ͜ͱがͰ͖た

࣮ફの

Ռ

Ωーϫーυ
「少しの工夫！」
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㲊 みんなが楽しめるフロアボールの形

長野市立緑ヶ丘小学校

緑ヶ丘小学校からは、前年にパラリンピックの学習をした５年生の３クラスが、SO の
学習を通して「クラスにいるみんなが楽しめる形」をテーマに本単元に取り組みました。

σΟϏδϣχンάΛͬͯΈΑ͏ ʢମҭʣ

σΟϏδϣχンάのํ๏ʦϲٰখֶߍΦϦδφϧʧ

σΟϏδϣχンάのޮՌ

　緑ヶ丘小学校では、クラスにいるみんなが楽しめ
るフロアボールの形にするため、試合の時間やチー
ム編成について話し合いを重ねました。その中で、
SOの取り組みの一つである「ディビジョニング」を
やってみたいという意見が挙がり、フロアボールに
対する自信があるグループと無いグループでチーム
を分けて実施してみることにしました。

σΟϏδϣχンάと
SOの競技会では、可能な限
り同程度の競技能力のアスリ
ートが競技できるように、性
別、年齢、競技能力などによ
ってクラス分け（ディビジョ
ン）を行います。このディビ
ジョニングによって、自分の
現在の能力を十分に発揮し、
一番輝く機会を得られると考
えています。

ΏͬͨΓίーεϑϩΞϘールӡಈʹࣗ৴͕ͳ͍ࣇಐ

ϑϩΞϘールӡಈʹࣗ৴͕͋るࣇಐ ͕ͬͭΓίーε

Ώͬたりͩͬた児童が
「（次は）がっつりコースにしたい」ͱ

振り返りにهೖ

児童の希望や授業後の振り返りを
基に、担任がチームを編成した。

ࣗにదしたϨϕϧͰݧܦをੵΈ、
自分のタイミングͰ
ίーεをม͑Δ͜ͱがͰ͖た

⃝ʮָ͍͠ʯͱ͡ײるࣇಐͷ૿Ճ

40ʹ͍ͭͯのௐֶश͔Βελートʂʢ૯߹తͳֶशのؒ࣌ʣ

ԋձߨ

　SOの学習は、自分たちでテーマを決め、調べたことを
スライドにまとめるところからスタートしました。

　ユニファイドサッカー日本代表チームのコーチによる講演会では、 
2023年にベルリンで行われたSO世界大会のお話をしていただきま
した。質問コーナーでは、児童が調べ学習の中で感じた疑問をコー
チに質問しました。金メダルも見せていただき児童たちも大喜び！

▶︎運動に消極的な児童は、相手陣地にボールがあるときでも
自陣のゴールを守っていたが、ディビジョニングを取り入れ
ることで積極的にボールを追いかける姿が見られました。

「σΟϏδϣχϯάが͋ͬͯ Α͔ͬた」͑た児童のཧ༝༁

˙ ಉ͡チームのϝϯόーの࣮ྗが
ಉ͡ํがָし͍

˙ ࣗのチームͱ૬खチームの
࣮ྗがಉ͡ํがやΔؾがग़Δ

˙ ࣗΑり࣮ྗが͍ߴਓͱ
ಉ͡チームͩͱ、
を͔͚ͯし·͏ ͱ͔͏ࢥΒ

σΟϏδϣχϯάが
͋ͬͯΑ͔ͬた

「はい」
���ˋ

ΈΜͳͰϑϩΞϘーϧを
ָしΉ͜ͱがͰ͖·した

「はい」
���ˋ

��ˋ

��ˋ

��ˋ

ӡಈにੵۃతͳ児童ͱͦ͏Ͱͳ͍児童のೋۃԽがݟΒΕΔֶڃͰ、
σΟϏδϣχϯάを࣮ࢪしͯΈΑ͏1

2 40のֶशを௨しͯ、
をҭͯΑ͏ͪ࣋ؾやΔ͍ࢥをड͚ೖΕ͍ͯޓ͓

࣮ફの

ςーϚ

σΟϏδϣχϯάを࣮ࢪした
Ϋϥεの児童にΑΔճ

1 σΟϏδϣχϯάをऔりೖΕた͜ͱͰ、Ҏલӡಈにফۃతͩͬた児童が、
Ճ͢ΔΑ͏にͳͬたࢀతにήームにۃੵ

2 ਓؒؔのߏஙにΜͰ͍たಛผࢧԉֶࡏڃ੶の児童が、
୯ݩ後に、௨ৗֶڃの児童ͱҰॹにαοΧーをしͯ༡ΜͰ͍た
「以前は見られなかった光景です。SOの学習を取り入れたことで、通常学級の児童の、他者を受け入れて思
いやる気持ちが高まったのかもしれません。」（担任の先生より）

⃝σΟϏδϣχϯάલकΓʹ పͯ͠ ͍ͨ

Ճࢀܸ߈ಐのࣇ

単元前に「運動するのは楽しいです。」と
いう項目に対し、「;ͭ͏」「͋·り͋ͯ
·Βͳ͍」ͱճした児童�����ˋؚΉશһ
がこの二つの質問に「͍」と回答しました。

࣮ફの

Ռ

支
援
学
級
の
児
童
も

全
員「
は
い
」と
回
答！
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えらべるドリブルコースえらべるドリブルコース
　ドリブルを練習するコースには、児童たちから
の提案でコーンの間隔の広いコースが誕生。自分
のやりたいコースを選べるようになりました。

㲊 長野県伊那養護学校小学部との合同授業

駒ヶ根市立中沢小学校

中沢小学校の校舎内には、長野県伊那養護学校小学部「はなももの里分教室」があります。同じ校
舎内で生活しているため、普段から声を掛け合ったり、登下校を共にしたり、運動会や音楽会とい
った行事に一緒に取り組んだりしています。今回は中沢小学校の３年生と４年生が、「みんなが楽し
める形」をテーマに、はなももの里分教室の児童たちと一緒にフロアボールに取り組みました。

40のֶशʢ૯߹తͳֶशのؒ࣌ʣ

Ұॹʹָ͠ΉͨΊの

ϑϩアϘーϧのֶशʢମҭʣ

　３、４年生はまず、 SOやユニファ
イドスポーツ®、知的障害について
学びました。 SOをより深く理解する
授業には、SONの理事や職員、また
SON・長野で活動しているコーチや
ファミリーが参加し、児童たちはSO 
や障害について疑問に思ったことを
質問しました。

　フロアボールの学習は、初回からはなももの
里分教室と合同で行いました。最初の授業では、
安全に行うための合言葉（Ｐ４）を覚えてから、
ボールの操作やパスの練習をし、最後は学年混
合チームでドリブルリレーを行いました。

　合同授業では、障害のない児童が障害のある児童を積極的に支援しよ
うとする姿が見られました。初回の授業では、障害のない児童がよかれ

と思って、障害のある児童のスティックを一緒に握り、手取り足取りの支援となった
場面がありました。障害のある児童が障害のない児童を押し返し、「自分でやりたい！」
という意思を示していました。

過度な支援から程よい距離感の支援へ
　合同授業で一緒に練習を重ねていく中で、障害のない
児童が障害のある児童とのかかわり方を身につけていき
ました。フロアボールの最後の授業では、障害のある児
童が打ちやすいようボールを止めたり（写真１）、打つ方
向を指し示したりという、程よい距離感の支援が見受け
られました。「一緒にやらない？」と、はなももの里分教
室の児童を誘いにいく３、４年生の姿も見られました（写

真２）。支援していた児童を押し返していた障害のある児
童も、同じチームの仲間たちと楽しそうに練習をしてい
ました。

▶︎2023年11月に長野市で行われた第８回冬季
ナショナルゲームで中沢小学校の児童たちがエ
キシビジョンマッチを披露してくれました。
▼エキシビジョンマッチ後に、SONの平岡理
事長より「ユニファイドスクール修了証」が贈
呈されました。

ΤΩγϏδϣンϚονʹࢀՃʂ

োの༗ແやఔ、ӡಈのಘҙෆಘҙに͔͔ΘΒͣ、
ΈΜͳͰӡಈをָしΊΔΑ͏、ϧーϧやをしΑ͏1

2 தɾॏのোの͋Δ児童ͱӡಈ׆ಈをڞにし、
োの͋Δ児童ͱの͔͔Θりํをֶ΅͏

࣮ફの

ςーϚ

1 ϧーϧやを͢Δ͜ͱͰ、োの༗ແやఔ、ӡಈのಘҙෆಘҙに
͔͔ΘΒͣ、ҰॹにӡಈをָしΊΔͱ͍͏͜ͱに、児童たͪが͍ͮؾた

�����εϖγϟϧΦϦンϐοΫεຊౙقφγϣφϧήーϜ

ͳ͞Μ
ϑリーκーϯ

　はなももの里分教室の児童だ
けがボールを触れる、はなもも
さんフリーゾーンを設けて一緒
にゲームを楽しみました。

̍ �

▲︎「一緒にやろう！」と４年生がはなももの里分教室の
児童に声をかけ、一緒にドリブルの練習をする様子。

⃝「失敗の多い人はもっと練習すべきだと思います」という質問項目が、単元前に比べ有意に低下
⃝「スポーツがにがてな人でもくふうをすればかんたんにできる」という児童からの感想

2 োのͳ͍児童が、োの͋Δ児童ͱ׆ಈをڞに͢Δ͜ͱͰ、
աにͳり͗͢ͳ͍ࢧԉのํをに͚ͭた
学校生活や合同体育を通し、継続的に活動を共にすることで、障害のある児童とのかかわり方を学んでいき
ました。合同体育の終盤では、教師の手助けを必要とせずに、児童たちだけで活動できるチームが増えました。

࣮ફの

Ռ

�� ��



ઌੜํ͔Βの

ಐ͔ͨͪΒのΞϯέʔτࣇ
݁Ռ ࣭̍ɿεϖγϟϧΦϦϯϐοΫεにֶ͍ͭͯशし、ͲΜͳ͜ͱを͑ߟ·した͔。

࣭̎ɿࠓճֶशした͜ͱを、ࠓ後ͲのΑ͏にੜ͔ͤͦ͏Ͱ͔͢。

͜の୯ݩをମҭ͚ͩͰͳ͘、૯߹తͳֶशのؒ࣌ͱの߹Պతͳ授業ͱしͯѻͬたのがͱͯΑ
͔ͬた。ମҭの୯ݩͱしͯऔりΜͰ͍たΒ、「উͪෛ͚」がઌߦしͯし·͍、ָしΊͳ͍児童
͍たͣ。

͜の୯ݩҎ߱に࣮ࢪしたମҭのผのछͰ、ϑϩΞϘーϧにऔりΉલফۃతͩͬた児童
たͪがੵۃతにήームにࢀՃ͢ΔΑ͏にͳͬたͱ͍͏มԽがݟΒΕた。

ӡಈがۤखͰ、ීஈମҭの授業にফۃతͳ児童が、ϑϩΞϘーϧのؒ࣌ͰੵۃతにϘーϧ
を͍͔͚ͯΔ࢟がΈΒΕ·した。

ීஈ΄ͱΜͲの授業をಛผࢧԉֶڃͰड͚͍ͯΔ児童、ϑϩΞϘーϧにڵຯをͬͯࢀ
Ճ͢Δ͜ͱがͰ͖·した。ަྲֶྀڃのׂؒ࣌にϑϩΞϘーϧが͋Δ͜ͱをΔͱ、ࣗͰࢀՃ
͢Δ͜ͱをܾΊ、ަྲྀڃのΈΜͳͱҰॹにϑϩΞϘーϧをָしΈ·した。

ަྲྀձͰ、「গしの」ͱ͍͏Ωーϫーυをͱに「Ͳ͏したΒΈΜͳがָしΊΔ͔」を͑ߟ
た͜ͱを௨しͯ、ৗੜ׆にͦのํ͑ߟをੜ͔͢͜ͱがͰ͖Δͱ͍͏͑ߟにͬࢸた͜ͱがҰ
൪の成Ռͩͱߍֶ。͢·͡ײͰ40ͰֶΜͩ͜ͱをੜ͔͢がた͘͞Μ͋りͦ͏ͩͱ͍͏ͮؾ
͖がͰ͖た͜ͱຊにେ͖ͳ成Ռͩͱ͍ࢥ·͢。

ಋೖ෦͑͞ઐのํに͍͝ྗڠた͚ͩΕ、担ڭһにϑϩΞϘーϧのݧܦやࣝがແͯ͘
ेମҭͰѻ͑Δͱ͡ײ·した。

40のֶशをͯܦ、児童たͪのதͰ「͚ࣗͩのָし͍」͔Β「ΈΜͳのָし͍」に͑ߟがม
༰し͍ͯͬた。ҎલάϧーϓがݻఆԽ͞Εがͪͩͬたが、40のֶश後に୭ͱͰ༡Ϳ࢟や、
の͍͍༑ୡͱҧ͏άϧーϓにͳͬͯ、৽し͍άϧーϓͰָし͏ͱ͢Δ༷ࢠがݟΒΕた。
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ୌᖒɹܓհ 長野市教育委員会事務局学校教育課

ᬒɹو༟ 順天堂大学スポーツ健康科学部先任准教授

প૱Ұ࿕ؠ 帝京科学大学教育人間科学部准教授

ᬑɹߒඒ スペシャルオリンピックス日本 常務理事

ాɹٱ スペシャルオリンピックス日本 業務推進部業務推進課長

ɹ༝ҥڮ∁ スペシャルオリンピックス日本 ユニファイドスクール担当

ྩ̑ɹ࣮ફڀݚҕһձҕһ

た͘͞ Μり·した

தౡখֶߍͰมԽが͋ͬた߲

た͘͞ ΜϘーϧを
ଧͭ͜ͱがͰ͖·した

௧ͯ͘やりた͘ͳ͍ͱ
͢·た͜ͱが͋りͬࢥ

「ΰϧϑɾാɾಓ、ࢭې」を
कͬͯ҆શにͰ͖·した

ΈΜͳͰϑϩΞϘーϧを
ָしΉ͜ͱがͰ͖·した はい ���

�����

�����

�����

����������

いいえ ��
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単元前と単元後の比較アンケート

ຊ࣮ફのޮՌ�·とΊ

ߍྗڠ

໊ߍֶ ֶ ਓ

ཱࢢதౡখֶߍ
ֶ̐ �� ʢ໊໊̓ʣ

ֶ̍ �� ʢ໊໊̏ʣ

ཱࢢϲٰখֶߍ ֶ̑ �� ʢ໊��໊ʣ

ۨϲཱࠜࢢதখֶߍ ̏、̐ ֶ ��໊

ҏಹཆߍֶޢɹͳのཬࣨڭ ̍ʙֶ̒ ��໊

ਓɿ２９５ܭ߹ 【໊内、フロアボールのみ参加93名】

（  ）は特別支援学級在籍
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ྩ �スϙʔπிҕୗۀࣄɹ
ྩͷ日本ߍֶܕମҭߏஙࢧԉۀࣄ

োͷ༗ແʹ͔͔ΘΒͣ Ϳֶʹڞ
ମҭतۀͷॆ࣮ ॻࠂใۀࣄ

▶︎�োの͋Δ児童ͱの͔͔Θりํをֶた
▶︎�ӡಈにফۃతͩͬた児童が、ੵ Ճ͢ΔΑ͏にͳͬたࢀతにӡಈにۃ
▶︎�গしのを͢Δ͜ͱͰ、োの༗ແやఔ、ӡಈྗに͔͔ΘΒͣ、
ΈΜͳͰָしΊΔ͜ͱをΔ͜ͱがͰ͖た

▶︎�ຊ࣮ફͰのݧܦが、ͦ ΕҎ߱のֶߍੜ׆にੜ͔͞Ε͍ͯΔ

োのͳ͍

ಐࣇ

▶︎௨ৗֶڃͰのମҭにࢀՃͰ͖ͳ͔ͬたり、
の児童、ҰॹにӡಈをָしΊたڃԉֶࢧし͍ͯたりしたֶݟ

▶︎োのͳ͍児童を͓खຊにしͯ、ӡಈにऔりΊた
▶︎୯ݩલ௨ৗֶڃの児童ͱ্खؔ͘をங͚͍ͯͳ͔ͬたࢧԉֶڃの児童が、
୯ݩ後に௨ৗֶڃの児童ͱҰॹに༡ͿΑ͏にͳͬた

োの͋Δ

ಐࣇ

⃝チームのϝϯόーにෲがཱͭ͜ͱが͋り·͢

⃝ӡಈがۤखͳਓ、チームにΊ͍Θ͘が͔͔ΔのͰ、ࢼ߹にग़ͳ͍΄͏が͍͍ͱ
͢·͍ࢥ

༗ҙに
Լした
߲

⃝チームεϙーπָし͍Ͱ͢

⃝Ͱ͖ͳͯ͘ チϟϨϯδ͢Δの͓しΖ͍Ͱ͢

⃝ࣗががΜΔͱ、༑ͩͪ΄Ίͯ͘ Ε·͢

⃝ࣗ、ӡಈが ·͏͘ ͍͔ͳ͍ͱ͖ 、༑ͩͪに૬ஊしͯ ͍·͢

⃝ࣗのӡಈが ·͏͘ ͍ͬたͱ͖ 、༑͍ͩͪͬしΐにتΜͰ Ε͘·͢

༗ҙに
した্
߲

ମஂྗڠ

長野市教育委員会事務局 学校教育課
公益社団法人 スペシャルオリンピックス日本・長野
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